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連 橋爪 法一 090-5392-1961(吉川区代石) 
絡 上野 公悦 090-7260-9407(頸城区中柳町) 
先 平良木哲也 090-1808-6919(上中田(金谷区)) 

 橋爪議員が副委員長を務める市議会災害対策

特別委員会と総務常任委員会は、１２日、上越

地域消防局を視察し、３月から運用している新

しい庁舎を見学するとともに、訓練の様子など

も身近に見学しました。 

 消防職員が、火災の通報によって待機所を出

て、防火服を身につけて出動する様子はふだん

見ることができません。この日は、実際に火災

の通報があったという想定で、待機所から素早

く出動する様子を間近に見学し、緊張感あふれ

る様子を目の当たりにしました。 

 また、その後は火災訓練棟を使っての高層建

物からの救助訓練、放水訓練の様子も見学しま

した。 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（10月10日現在） 

 ＰＣＲ検査実施件数 1,564件 

 感染症患者数 14人(上越市内13人)  

 陽性率         0.90％ 
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末
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足
し
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子
力
発
電
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圏
内
議
員
研

究
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は
、
11
日
、
見
附
市
で
第
１

回
研
究
会
を
行
い
、
日
本
原
電
東
海

第
二
原
発
で
周
辺
６
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が
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協
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を
結
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だ
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。
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ま
た
、
背
景
に
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全
国
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発
首
長
と

な
っ
た
東
海
村
長
村
上
達
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氏
の
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在
が
大
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い
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と
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11
福
島
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発
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故
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経

験
し
た
周
辺
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治
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の
強
い
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な
ど
を
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か
し
ま
し
た
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そ
し
て
、
大
事
な
こ
と
は
、

事
業
者
は
立
地
自
治
体
だ
け
に

責
任
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
周
辺
自
治
体
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得
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摘
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同
研
究
会
は
、
今
後
、
新
安

全
協
定
案
策
定
部
会
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
部
会
、
情
報
発
信
部

会
の
３
つ
の
作
業
部
会
で
具
体

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら

は
、
橋
爪
議
員
と
平
良
木
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。 

（
上
野
議
員
は
、
地
域
行
事
の

た
め
や
む
な
く
欠
席
） 

 

市
議
会
で
は
、
議
会
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最
高
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規
で
あ
る｢
議
会

基
本
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の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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か
を
定

期
的
に
検
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も
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に
基
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、
条
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の
内
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や
実
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の
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会
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の
状

況
、
条
例
の
解
説
文
の
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検
証
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、
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０
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０
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例
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も
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回
の
検
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を
行
い
、
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の
都
度
条
文
の
改
正

や
解
説
文
の
修
正
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
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今
回
の
検
証
に
あ
た
り
、
日
本
共
産
党
議
員
団

は
、
今
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検
証
に
際
し
て
、
22
条
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他
の
自

治
体
の
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会
と
積
極
的
な
交
流
及
び
連
携
を
図
る

も
の
と
す
る｣

と
い
う
規
定
に
関
し
て
、｢

今
後
の

課
題
と
し
て
、
当
市
の
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
べ
き
他
市
議
会
と
の
交
流
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
市
に
限
ら
ず
、
必

要
に
応
じ
て
交
流
を
行
う
べ
き
で
あ
る｣

と
指
摘
し

て
い
ま
す
、
ま
た
、
24
条
の
議
会
図
書
室
に
つ
い

て
、
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
は
、｢

議
会
基
本

条
例
検
証
委
員
会｣(

橋
爪
議
員
所
属)

で
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 


